
  

崇城大学 研究科の教育目標 

 

 

大学院は、研究科ごとに人材の養成に関する目的および教育

研究上の目的を次の通り定める。 

 

（１） 工学研究科修士課程では、学部教育の上に、工学分野のより高

度な学識、技術を系統的、総合的に授け、創造性に富む研究者、

職業人の育成を目的とする。 

 

工学研究科博士課程では、修士課程で培った教育研究をさらに

継承、発展させ、工学分野のより専門的で高度の知識を有し、自

ら創造し、問題解決を行うことができる高度の研究能力を有する

研究者、職業人を育成することを目的とする。 

 

（２） 芸術研究科修士課程では、学部教育の上に、造形にかかわる芸

術のより高度な学識、技術を系統的、総合的に授け、将来、美術、

デザインといった造形芸術の第一線で活躍できる先導的な専門家、

職業人を養成することを目的とする。 

 

芸術研究科博士課程では、修士課程で培った教育研究をさらに

継承、発展させ、芸術分野のより専門的で高度の知識を有し、自

ら創造し、問題解決を行うことができ、造形芸術の第一線で活躍

できる研究者、職業人を養成することを目的とする。 

 

（３） 薬学研究科博士課程では、研究者として自立して研究活動を行

い、サイエンスに裏付けられた研究能力を備えた指導的薬剤師と

臨床治療に精通した先導的医療薬学研究者、職業人を育成するこ

とを目的とする。 

 


